
社会貢献型空家バンクによる「SDGｓ 11.住み続けられるまちづくりを」の実践事業
(古家空家調査連絡会・福岡市社会福祉協議会)

課題と目的 共同事業体が従来から取り組んできた空家活用スキームを発展させ、空家情報の収集能力の向上と利活用
へのスムーズなマッチングの実現。空家問題と地域福祉の充実を同時進行で解決、空家発生の未然予防に
ついても取組む。

取組内容 ①終活相談体制の充実、空家活用に関しての啓発 ②各種専門家によるスムーズな空家活用相談体制の確
立 ③社会貢献型空家バンクを活用し空家情報を集約

成果 ①終活相談による住まいと暮らしの相談対応、空家活用への啓発 ②空家活用相談とマッチング検討数の
増加 ③新たな空家活用事例の実現
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